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１．概要（Summary） 

近年、表面プラズモン共鳴 （ Surface Plasmon 

Resonance: SPR）を利用したクレッチマン型センサ（以下

SPR センサ）を非共振型の広帯域な超音波センサとして

応用する試みが報告されている[1-3]。ここで、クレッチマ

ン型 SPR センサ上の金属薄膜の厚み情報はセンサ特性

にとって重要な設計パラメータとなる。本実験では京都大

学ナノテクノロジーハブ拠点にて成膜した SPR センサ上

の Ag 金属薄膜に代わり、同条件でスライドガラス上に成

膜した Ag薄膜の厚みを測定した。 

 

２．実験（Experimental） 

電子線蒸着装置（EB1200, Canon Anelva Corp.） 

触針式段差計（Dektak150, Bruker） 

【実験方法】 

クレッチマン型 SPRセンサを作製するためにBK7ガラ

スプリズム上に電子線蒸着法で Ag 薄膜を成膜した。この

とき、金属薄膜の膜厚を測定するために同成膜チャンバ

ー内でスライドガラス上に Ag薄膜を成膜した。 

金属薄膜の厚みは触針段差計を用いて測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

触針段差系で測定したAg薄膜の厚みは 55.9nmであ

った。また、同チャンバーで作製したSPRセンサを用いて

共鳴曲線を測定し、理論フィッティングによりAg薄膜の膜

厚を推定したところ 56nm であった。以上により、触針段

差系で測定した Ag薄膜厚みの妥当性が検証された。  

 

 

 

Fig. 1 A surface profile measured by a stylus 

profilometer. 
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